【公印省略】

平成１８年 ５ 月２３日

筑後ブロック各医師会長　殿

筑後ブロック医師会

世話人　八女筑後医師会
会　長　横　田　泰　司
担　当　浮　羽　医師会
会　長　戸　次　鎮　史
第４１回筑後ブロック医師会全理事者会開催について（ご案内）

新緑の候　貴職には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、標記のことについて、下記により開催いたしますので、貴職並びに副会長・理事のご出席方よろしくお願い申し上げます。

本年の筑後ブロック医師会全理事者会におけるテーマ①に、「地域医療の今後のあり方」としてどのような取組みをしているのか、テーマ②「将来の医師会のあり方」についてどう考えてあるか各医師会にアンケートを致します。
また、例年実施いたしております医師会アンケート及び出席者名簿についても併せて６月９日（金）までにメールにて浮羽医師会へご返送ください。
なお、アンケート等につきましては、メールで送付いたします。
記

日　　時：平成１８年７月１日（土）　午後３時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付開始：午後３時００分）
場　　所：「ルネッサンスホテル　創世」

　久留米市東櫛原町９００　　TEL０９４２‐３５‐３５１１
会　　費：一人　１５，０００円

· 会費は、下記の口座へ６月２３日（金）までにお振込ください。

福岡銀行　吉井支店　普通預金　口座No　４２０９１
名義　浮羽郡医師会　会計理事　井上　智洋（いのうえ　ともひろ）
平成１８年度　筑後ブロック全理事者会について（案）

日　時　　平成１８年　７月　１日（土）　　受　付　１５：００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開　会　１５：３０

場　所　　ルネッサンス　ホテル　創世（0942-35-3511）

【会次第】　　　　司会　浮羽医師会　　鬼塚　英雄　　１５：３０

１．開会の辞　　浮　羽　医師会　会長　戸次　鎮史

２．世話人挨拶　筑後ブロック代表世話人

八女筑後医師会　会長　横田　泰司　先生

３．来賓挨拶　　福岡県医師会　　会長　横倉　義武　先生
４．来賓紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１６：００～

　　講　演　　「かかりつけ医制度について」・・・講師　　　　　　　先生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（座長　浮羽医師会長　戸次　鎮史）

１６：４０～

　・地域医療の今後のあり方（司会　浮羽医師会　理事　田中浩一）
　・将来の医師会のあり方　（司会　浮羽医師会　理事　井上智洋）
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【懇親会】　　　　司会　浮羽医師会　　　古賀　郁利子　　　１８：００～　　　　

１．担当医師会長挨拶　　　　浮　羽　医師会　会長　戸次　鎮史

２．　乾　　　杯　　　　　　福岡県医師会　副会長　　　　　　　　先生
３．アトラクション　　　　　クラッシック音楽等
４．万歳三唱（次期担当医師会長）甘木朝倉医師会　会長　和田　治彦　先生
第４１回　筑後ブロック医師会　全理事者会
テーマ①「地域医療の今後のあり方」アンケート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師会
浮羽医師会としては、地域医療としては住民健診・予防接種・校医等の事業を実施していますが、下記項目のような少し見方を変えた地域医療についてお尋ねします。
１．医師会単独事業としてどんな事業をしていますか

例）○○教室・麻薬・タバコ・救急医療等

　・

　・

　・

２．行政と医師会の共同事業としてどんな事業をしていますか

　・

　・

　・

３．今後医師会単独、行政との共同事業の計画がありましたらお書き下さい

　・

　・
　・

４．県医師会より「かかりつけ医制度について」講演を予定しています。

この制度の具体的内容・仕組・将来性がハッキリしない状況ですが、現状で各医師会この制度をどう考えていますか、また何らかの形で実施していれば事例をお知らせ下さい。
５． 貴医師会が今後目指す地域医療の形・計画等ありましたらお書き下さい。
第４１回　筑後ブロック医師会　全理事者会
テーマ②「将来の医師会のあり方」アンケート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師会
大川三潴・久留米・小郡三井・浮羽の四医師会で昨年度より「明日の医師会のあり方を考える会」を設置し、次項のような報告を受けております。（今後もこの会の継続が決まっております。）

この事を参考に各医師会の将来のあり方、構想、要望、行政とのあり方についてお書き下さい。
「明日の医師会のあり方を考える会」報告の要約

大川三潴医師会
久留米　医師会
小郡三井医師会
浮　羽　医師会

〖諮問案〗
1． 社会的に、より影響力のある医師会にするにはどうしたらよいか。
2． 当該地域における医師会の運営および枠組みをどのように構築したらよいのか。
＊　以上の項目につき、４医師会11名の委員で検討した。

〖内容〗
１．社会的に、より影響力のある医師会にするにはどうしたらよいか。
　　１）若手会員を積極的に医師会行事に参加させる。

　　２）医師免許取得後、早期に医師会入会を図るため、医療制度・診療報酬制度・医師賠償保険制度・医療倫理・地域医療などを医学教育のプログラムに導入させる。

　　３）医師会の各種委員会に若手会員を積極的に登用する。

　　４）『開かれた医師会』を目指す。専門医や若手会員による糖尿病教室・介護の研究会・救急蘇生訓練講習会・医療相談会などを定期的・持続的に行う。

　　５）『強い医師会』を目指す。新聞などのマスコミ・市町村広報・行政などを積極的に利用していく。
２.当該地域における医師会の運営および枠組みをどのように構築したらよいのか。

１)　新久留米市は、１行政４医師会となり、対行政の交渉に不都合が噴出している。

２）４医師会合同委員会設置し、可能な限りの統一を計る。

３）筑後８ブロック医師会を集約し、『筑後連合医師会（仮称）』を結成する。

４）重要事項などは、『連合統一委員会（仮称）』を設置し、協議していく。
平成１８年５月吉日
